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「国際発信」の場の〈限定性〉／からの〈可能性〉について
―― Asia Pacific Week 2010を振り返って――
稲津 秀樹
「国際発信能力」の涵養は、本 GPプログラ
ムの柱のひとつに据えられている。それは、本
プログラムのみならず、COE等の関連プログ
ラムにおいても大学院教育を推進していく上で
の、ひとつの「お題目」となっている感さえあ
る。確かに、現代のグローバル化に対応した研
究者の基礎体力として、英語をはじめとした語
学を駆使しつつ、自身の研究成果を対外的に発
表していくことが求められていることは間違い
ない。そのために、今回、海外の大学院が主催
するセミナーに出席できたことは、今後の研究
者としての歩みを考える上で、非常に幸甚な機
会であったと思われる。
だが、参加する過程において、国際発信する
「能力」そのものを涵養することを目的とする
余り、英語を通じて発信される「内容」や発信
の「形式」そのものに着目した議論が十分では
なかったのではないか、という疑問と同時に、
個人的な反省も浮かんできたことは確かだ。と
いうのは、今回のセミナーへの参加を通じて、
言語的／地理的／学問的なバックグランドが異
なる人びとが集っている国際フォーラムの場に
あって、共に議論を行い、考えていくために
は、狭義の「英語能力」（TOEFLや TOEICと
いった能力試験で算出される能力値）以外の素
養とでもいうべきものが研究者に求められてい
るように実感として得られたからに他ならな
い。
よって、本レポートでは、Asia Pacific Week
２０１０に参加した報告者の僅かな経験からではあ
るが、上の疑問に自分なりの回答を与えてみた
い。具体的には、まず、① APWでの報告内容
と当日の様子を振り返り、②英語／日本語とい
う言語の違いと、国内／海外でのコンテクスト
のズレから生じる報告テーマの設定における
〈限定性〉について触れる。最後に、③今回の
APWで得た経験を踏まえつつ、個人研究と国
際発信の場そのものの今後の〈可能性〉につい
て考えてみたい。
①報告内容と当日の様子について
報告者は、開催３日目の午後から、「日本に
おける移民集団（Immigrant groups in Japan）」
と題されたセッションにて、“The identity of
Latino Immigrants in the context of Japanese
Society”と題した報告を行った。
プレゼンターは報告者を含め４人で、日本に
おける移住者の状況を難民／ラティーノ（日系
人）／インドネシア人／在日コリアンを事例に
あげる形で報告が行われた。報告者は最初から
２番目に報告を行った。報告内容は、別紙の読
み原稿にある通りだが、基本的には、１９９０年以
降にデカセギを通じて来日したラティーノ／日
系移民の人びとに対して、日本社会がどのよう
なまなざしをむけてきたのか、その中にあっ
て、彼ら彼女らが如何なる自己形成を果たして
いるのかに関する、マクロ的かつ通時的な説明
を行うことが目的であった。
報告後は、司会者によるコメントに加え、
２、３人から英語で質疑・コメントを受けた。
これらへの応答としては、基本的に英語による
返答を試みた。ただ、自身の英語力の不出来さ
もあるが、質問者の意図を読み取れない部分も
あり、意志の疎通が取れていたとは言いにくい
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返答も含まれていたと思われる。ただ、全体的
に、自身の過去の経験と比べてみると（報告者
には別の国際会議での報告経験あり）、これと
いったトラブルはなく、比較的「スムース」に
議論が行われた感触が得られた。
②英語／日本語という言語の違いと国内／海外
でのコンテクストのズレ
狭義の「英語能力」にそれほどの自信がない
報告者が、当日、感覚的にも「スムース」に議
論が行えたのはなぜなのか。それには、報告の
事前準備にあたっての GP事務室のスタッフに
よるサポートがあったことが大きい。
特に、１）英語／日本語という言語上の違い
に起因する表現について、及び、２）国内／海
外における研究上のコンテクストのズレにかん
しては、GP事務室のスタッフと話し合いを経
つつ相当な調整が行われた。この事前調整がな
ければ、オーディエンスに伝わり、かつ、ディ
スカッションも順調に展開していけるような報
告内容にはならなっただろう。
だが、その調整の過程で、報告者とオーディ
エンスの間に横たわる言語上／研究上の２つの
「ズレ」をあらかじめ想定しつつ、報告内容を
いわば〈限定的〉に練り上げなければならな
かったことも確かだ。報告者の例でいえば、監
視社会の文脈で問題化する社会的排除の現象を
問題意識としてもちつつ、在日する移民集団を
社会学的にフィールドワークすることを研究
テーマとしている。このコンテクストは、日本
の社会学会で報告を行う際には、研究上のポジ
ションの上で重要なものであり、また、ある程
度の説明を行うことで通じる部分もあると思わ
れる。だが、そのコンテクストが、「オースト
ラリア」で「日本研究」を行う人びとの間でど
こまで共有されているのか、不明瞭な部分が
あった。
故に、こうした調査上の関心があることは、
発表では強調せず、あえて、日本における
ニューカマー移民の状況を説明することに終始
せざるを得なくなってしまった。それは、英語
の surveillanceという語自体が、日本の監視研
究で指すところの、フーコー的なまなざし、
ドゥルーズの管理社会概念、あるいはライアン
の監視社会論、ひいてはそれらの議論の彫琢の
上に成り立っている現状を必ずしも指すもので
はなく、政府／警察による狭義の「監視」とし
て誤解されるところがある恐れから、こうした
言葉の使用法そのものを変える必要が出てきた
からである（本発表では、surveillanceに代わ
り、scrutinyという語が主に用いられているの
はそのためである）。
よって発表主旨は、日本語の表現では「日本
社会のまなざし」を受けつつ形成されるラ
ティーノ移民のアイデンティティが焦点となっ
たと説明できるのだが、英語の表現では「日本
社会のコンテクスト」において形成されたラ
ティーノ移民のそれという形になっている。更
に、移民の状況を説明するといっても、最新の
フィールドワークによって得られた話を紹介す
ることで、自身の研究の最先端を示すというよ
りは、むしろ、現在の動向を理解してもらうた
めに最低限の理解を求める話題にとどめざるを
得ないところもあった。
であるから、報告者にとっての報告内容は、
移民研究的にも、そして監視研究的にも、二重
の〈限定〉の上で話さざるを得なかった部分が
ある。その意味で、今回の国際セミナーにおけ
る議論内容というのは、個人的には、研究の先
端性について語り合うことではなく、パネリス
ト／オーディエンス双方が、互いの研究につい
て「レクチャー」しあい、「理解」を深めると
いった側面が強かったように思える。
以上のように、国際セミナーでの発表の場で
あるからこそ求められる〈限定性〉について
は、肯定的にも否定的にも捉えることができよ
う。なぜなら前述のように、こうした議論上の
〈限定〉があったからこそ、オーディエンスに
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内容が伝わり、その後の議論が可能になったと
言える側面もある。だが、一方で発表内容その
ものは、研究対象に関する概要程度の議論であ
るため、そのまま日本国内に持ち帰ってくれ
ば、先行研究と大差ない解釈をしているとも取
られかねない部分があることは、否めない。
よって、今後の報告者にとって今回のセミ
ナーが有益だったのは、単なる英語能力の向上
以上に、報告を通じて出会えた人びととの繋が
りや、本報告の場だからこそ得られたレスポン
スを踏まえた上での、今後の研究の展開につい
て考えるヒントを得られた点にある。最後に、
こうした国際発信の場からの〈可能性〉につい
て考えてみたい。
③国際発信の場からの可能性について
国際発信の場から、個人的研究へのフィード
バックが期待できる点としては、以下の２点が
〈可能性〉として指摘できる。１点目は、発表
内容そのものの今後の展開について。２点目
は、今回得られた経験やネットワークを活かし
つつ、国際発信の場そのものを解放していける
ような方向性についてである。
まず、報告内容そのもののブラッシュアップ
を考えるにあたって、報告を終えた後のレスポ
ンスで得られた内容を振り返りたい。例えば、
本報告に対しては、以下のような質問・コメン
トが寄せられた。①移民＝犯罪者と見なす社会
のまなざしは、日本の事例だけに留まらないと
思われるが、各国の移民状況との関係で、報告
内容をどのように理解すればよいか。②日本に
おける日系人移民の現況は、日本型多文化主義
の「失敗」として捉えていいのか。③移民と犯
罪との関係について、日本においてブラジル系
／ペルー系以外でしばしば指摘されているエス
ニック集団はあるか。④日本の多文化主義の問
題点を詳しく教えてほしい、等々。
これは、主に①で、西欧諸国における移民研
究との文脈上の関係性を問われたのに対し、②
③④で「多文化主義」を中心にした日本固有の
状況を問われたものであると考えてよい。今回
の報告では、ラティーノ（日系）移民に対する
呼び名が、「日系」から「外国人」へと変化す
るに従い、彼らが社会的な逸脱者とされ排外的
な地位におかれるようになる一方で、「日系」
を指す磁場が、規範的に純化されたものとして
浮かび上がるようになる変化を中心に報告し
た。この変化によって、当事者が、外国人とし
ての逸脱のラベリングを回避しようとするため
に、主流社会側の規範意識（「日本」的とされ
る規範）へもあえて同調を見せるようになると
いう（それだけ言えば「ベタ」な）プロセスを
伝えることにとどまってしまったことは否めな
い。
だが、その際に、社会包摂策としての日本型
「多文化主義（多文化共生）」的な発想がどう関
係しているのか、という問題も併せて考えてい
くとどうなのか、という指摘は、報告者にとっ
て重要な点を想起させてくれたと思う。確か
に、日本における、ラティーノ（日系）移民の
「外国人としての他者化」を考える際には、
２００１年以降に、ニューカマー移民の集住地の地
方自治体が中心となり、「多文化共生社会」の
実現を目指す「外国人集住都市会議」（強調筆
者）を興したことは、大きな契機のひとつとし
てあると思われる。
犯罪者予備軍としてのラティーノ（日系）移
民への排外的なまなざしが、ある日突然、形成
されるわけではなく、包摂と排除の力学がせめ
ぎ合う中で、そうした出来事を水路づける方向
性というものが構築されてきたはずである。そ
の点を、改稿の際により丁寧に論じていけれ
ば、日本のラティーノ（日系）移民を事例とし
て、社会的排除と包摂をめぐる歴史的重層性か
つ複数の主体性に着目した議論が展開していけ
るのではないか。そして、それを引いては、西
欧での移民研究の文脈と併せて考えていくこと
は、グローバル規模で偏在する移民現象を社会
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学的にどのように捉えるかという、より大きな
課題とも接続していけることだろう。今後の課
題としたい。
最後に、今回のセミナーで得られた経験と若
手研究者同士のつながりから、国際発信の場そ
のものを、狭義の国際学会やセミナーに限定し
ていかない方向性を思い描く「ヒント」を得る
ことができた。上記の点と同じく、今後の課題
として論じておきたい。
通常、「国際発信能力」が主張されるのは、
国際学会や国際セミナーといった研究者同士の
コミュニティへの参加を想定してのことと思わ
れる。今回の APWで個人的に経験できたこと
は、最先端の研究発表を常に意識せずとも、報
告者の研究内容の概略や問題意識を紹介するだ
けでも、その内容を確実に前進させる契機をふ
くんだレスポンスが得られることであった。
その意味で、「国際発信」を考える際には、
研究者コミュニティに閉ざしたものばかりを考
えずとも、研究者にとって「プラス」となる場
を創造していくことができるのではないだろう
か、と思うようになった（もちろん、これは既
存の「国際発信」の場を否定するものではな
い）。特に、報告者にとっての「フィールド」
を想定するならば、それ自体が、グローバルに
開かれているものとして存在していることもあ
り、なおさらである。
とするならば、在日外国人（エスニシティ）
研究を志す者にとって、在日する当事者たちに
研究者のフィールド調査の成果を紹介するのみ
ならず、その「成果」について語り合えるよう
な場を「日本国内」において考えることも、ひ
とつの「国際発信」の場の可能性を示している
と言えないだろうか。幸い、今回の APW報告
を通じて、在日コリアン、在日インドネシア
人、難民研究関係者などとのネットワークを築
き上げることができた。彼らのとの連携を含め
て、今後、「国際発信」の場そのものを、学術
者に限定されたものから解放していく可能性も
含めた議論も行うことは、本 GPプログラムの
課題として掲げられた、「社会の幸福」につい
て、アカデミックな視点のみならず、実践的に
も考えていく上で、重要なことではないかと思
われる。
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The Identity of Latino Immigrants
in the Context of Japanese Society
Hideki Inazu
Introduction
Slide１
Today, I am going to talk about the situation of Japanese descendants who come to Japan as
immigrants and their identity in Japan. They are called Nikkeijin in Japanese. When they started to
come back to Japan since the１９８０s, the way of watching them was based on the obvious ethnic
connection between Japanese descendants and host Japanese. Ethnicity was the most legitimate
reason for the Japanese government to accept them.
However, the view of Nikkei from Japanese society has gradually changed over time. The view of
ethnicity has changed and now immigrants and Japanese are divided into different ethnic groups-
Japanese and Latinos（such as Brazilians and Peruvians）. They are differentiated as “others” and
looked upon as criminals. Moreover, this demonization means that Japanese-ness is defined not only
by blood or ethnicity but also whether or not they have committed crimes. This differentiation process
from Japanese descendants to different ethnic groups and potential criminals occurs to us an
important question in thinking of the relationships between Japanese and immigrants.
Slide２
In this presentation, I will highlight the change in how Japanese society has viewed Nikkei
immigrants first as Japanese descendants, then later as Latino foreigners. First, I will give some
background information about the inflow of Japanese descendants from Latin America to Japan. And
then, I am going to explain what happened to their identities divided into ３ stages through the
resident process in Japan.
Brief background of the inflow of Japanese descendants from Latin America to Japan
Slide３
First, I will briefly tell the history of the inflow of Japanese descendants and their societal position in
Japan.
Slide４
Please look at this graph. This shows the total number of foreign residents in Japan. The number has
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increased from the effects of globalization, especially since１９９０s. As you can see the number of
foreign residents is over ２ million now. In ２００７, about ２％ of people in Japan are from foreign
countries.
Slide５
And this graph shows the number of registered foreign residents by the country of origin after１９５０.
According to this graph, we can see that the number of Koreans has declined gradually and the
number of people from other countries like China, Brazil, Philippine and Peru has increased since
１９９０s. The immigrants from Brazil and Peru consist largely of Japanese descendants and their families.
Slide６
Japanese descendants and their families are called “Nikkeijin”. According to Yamashiro, Nikkeijin
are “Japanese emigrants and their descendants, or persons of Japanese ancestry, although this usually
does not include Japanese nationals in Japan”.
Slide７
Since the end of the１９８０s, the Japanese government has become active in accepting Japanese
descendants mainly from South American countries such as Peru and Brazil. At the time, South
American countries were suffering from economic depression and political unrest, while Japan was in
the middle of a bubble economy and faced a shortage of unskilled labor in the secondary industries.
Moreover, the Japanese government was concerned about illegal workers from other Asian countries.
Therefore, since１９９０ they changed the visa system to accept Nikkei immigrants from South America
in an effort to reduce the number of illegal workers from other countries. A system of accepting
dekasegi or migrant labor from South America was formed.
Scrutiny from Japanese Society and Immigrant Identities
Slide８
From now, I will focus on how Japanese society views and shapes the identities of Japanese
descendants and their family members.
Slide９
According to some earlier studies, even before returning to Japan, Latino’s of Japanese descent have
constructed their ethnic identity as “Japanese” in Latin America in order to strengthen their ethnic
bonds. In immigration policy the Japanese government emphasized being “Japanese” with action such
as revising Immigration Control and Refugee Recognition Act in１９９０.
Slide１０
Under the new law, “Nikkeijin”（up to three generations）and their families were able to be
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. (source) Asahi Newspaper 30th, 11, 2005 (source) Mainichi Newspaper 30th, 11, 2005 
Slide 14 Left: “Nikkei Peruvian was arrested” Right: “A Peruvian was arrested”
accepted as residents and this allowed them to move and work without restrictions. Status as Nikkeijin
was proven through koseki Japanese family registries created in the Meiji era. Nikkei immigrants
qualified as residents if they were children of children born as Japanese or grand children of people
born as Japanese who have registered koseki in Japan as Japanese nationals.
Slide１１
This definition of Nikkei is based on ethnicity and divided people into “True（verdadero）” Nikkei
who have verified their status using koseki or “False” Nikkei（chicha）who have bought their
verification from others. Some episodes about this distinction are written in my paper.
Slide１２
However, whether or not they are true or false Nikkeijin, Japanese society has gradually viewed all
immigrants from South America as ethnically different from Japanese. This is despite the fact Japanese
society requires them to prove their Japanese-ness through koseki verification. The concept of the
immigrants’ true “home” has also changed from Japan to the countries where they were born（Brazil
or Peru）. Nikkei themselves often ask “when will I be going home?” On the other hand, they also see
themselves as long term residents of Japan, not only sending money to their home countries but also
buying real estate in Japan.
Slide１３
For those who choose to stay in Japan, how they are viewed by Japanese society increasingly
becomes bigger issue. The ongoing differentiation between Japanese and Nikkei continues as the
immigrants are treated as “gaikokujin”（outsiders）and demonized. This demonization often occurs in
the form of viewing immigrants as criminals. Let’s look at the case of the２００５murder of a girl in
Hiroshima by a Peruvian national.
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(source) Yomiuri News Paper 30th 11, 2005
Slide 15 Left: “A strange man watching children: a Peruvian was arrested”
Right: “The number of crimes by resident foreigners is increasing”
Slide１４
At first, when the criminal was arrested, some of the Japanese media did not distinguish between
Japanese Peruvian and Peruvian. On the left the Asahi Newspaper reported the crime as being
perpetrated by a Nikkei Peruvian. On the other hand, the Mainichi Newspaper reported it as a crime
by a Peruvian national.
Slide１５
As reporting continued, the crime was reported as being committed by a foreigner of Peruvian
nationality with a criminal record by foreigners in Japan, who had been seen watching children.
Slide１６
Moreover, the media reported what he said to the police “I was possessed by the devil”. The media
seemed to be taking advantage of the sensational nature of the suspects’ comments.
Slide１７
When Nikkei immigrants commit crimes, it seems that the foreign aspect of the identity is
emphasized. This graph shows the relationship between the number of crimes reported in the Asahi
Newspaper and the usage of Nikkei. As you can see, the word Nikkei is used less than their
nationality. In other words, crime committed by Nikkei immigrants is reported as being committed by
foreign nations rather than by people of Japanese descent.
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Slide 19 Anxiety felt from Japanese mass media coverage
Slide１８
“International Press” is one of the biggest media outlets for Latino immigrants in Japan. After the
suspect, Torres Yagi was arrested; the editors expressed their concerns on the front page of the paper.
The headline was “Peruvians fear the harmful influence of Torres Yagi”. And they said, “Peruvians
living in Hiroshima and Latin Americans in general are spending anxious days and suffer from
prejudiced and hostile interactions with Japanese. After experiencing unfavorable media coverage and
scrutiny from the police many Latino/Peruvians are attempting to define their own identity and are
writing about being scrutinized by Japanese society.
Slide１９
In this picture you can see the house where the suspect lived（Here, I show the picture of Yomiuri
Newspaper,３０th１１,２００５）. This is reported by Japanese media. However, the same house in another
picture（below）, you can also see a gathering of the Japanese media broadcasters. This report shot by
International Press shows the intense scrutiny by the Japanese media.
Slide２０
In addition to the media discourse, a month after the suspect was arrested, the Japanese Ministry of
Justice decided to revise the visa requirements for resident status. The new conditions for resident
status were changed to children of children born as Japanese, who are of high moral standing or
grand children of people born as Japanese who are of high moral standing and are registered as
Japanese nationals. Since then, Japanese descendants have been limited to people who have no
criminal history. The definition of being Japanese was changed to include not only ethnicity but also
moral character.
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Slide２１
The younger generation of Nikkei immigrants often struggle with the issue of demonization as
foreigners and purification as Japanese. At last, we will focus on a hip hop group and a song by them.
The group Tensais MCs consists of young Nikkei Brazilian and Japanese. The title of the song is “faca a
coisa certa” , do the right thing in English. Here are the lyrics in English.
Slide２２
音楽
Conclusion
Slide２３
In this presentation I will focus on the changes in the identity of Japanese descendants or Latino
immigrants in the context of Japanese society. As a result, I indicated three stages of the construction
of their identities. First is their identity as Japanese descendents. Second is their identity as a different
ethnic group. Third is their identity as both demonized aliens and pure Japanese descendants.
Under a flow of immigrants from outside of Japan, the idea of multiculturalism and integrating
immigrants to Japanese society has been introduced and spread in the first decade of this century.
However, we often observe that particular ethnic groups are represented in the media as a factor in
the increase of crimes, and thus often become the target of scrutiny by the government. The
immigrants have been constructed their own identities throughout this process.
In order to delineate the effects and problems caused by excessive surveillance targeting particular
ethnic groups, this study takes an example of Nikkei immigrants. There is a need to criticize how
Japanese society identifies immigrants based on Japanese-ness and to understand the issue from what
immigrants say about their everyday lives and their practices.
References
National Institute of Population and Social Security Research,２００９, Jinkou Toukei Shiryoushu 2009 [Databooks of
Statistics of Population], http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/Popular/Popular２００９.asp?chap=0（２００９０３０３）
Ishi, Angelo,２００７, Zainichi ni natta Braziljin no Transnational na mosaku［Transnational groping by Residence
Brazilians］, Gendai Shiso [Revue de la Pqansee d’aujourd’ui],３５（７）:１０６―１１５.
Paerregaard, Karsten,２００８, Peruvians Disparsed: A Global Ethnography of Migration, Lanham: Lexington Books.
Takahashi, Hidemine,１９９５, Nise Nipponjin Tanhouki [Discovery of False Japanese], Tokyo: Soushisha.
Takamichi, Kajita, Tanno Kiyoto, Higuchi Naoto,２００５, Kao no Mienai Teijyuka: Nikkei Brajirujin to Kokka, Shijyou,
Iminnettowâku, [Invisible Residents: Japanese Brazilians vis à vis the State, the Market, and Immigrant Network],
Nagoya University Press: Nagoya.
Takezawa, Yasuko, ２００２, “Nikkeijin and Multicultural Coexistence in Japan: Kobe after the great earthquake”,
Hirabayashi, L. Ryo, Akemi, Kikumura-Yano, and James A. Hirabayashi, New Worlds, New Lives: Globalization
and People of Japanese Descent in the Americas and from Latin America in Japan. Stanford, CA: Stanford
University Press.３１０―３３０.
Tsuda, Takeyuki, ２００３, Strangers in the Ethnic Homeland: Japanese Brazilian Return Migration in Transnational
【Ｌ：】Server／関西学院大学／社会学評論／第３号／〈特集〉 ２ 校
特集：国際発信能力の涵養はいかにして可能なのだろうか？ ７１
KGGP 社会学批評 第３号［June ２０１０］
Perspective. New York: Columbia University Press.
Yamashiro, H, Jane,２００８, “Nikkeijin”, Schaefer, T, Richard ed., Encyclopedia of Race, Ethnicity, and Society.９８３―５.
Young, Jock,２００７, The Vertigo of Late Modernity. London: Sage Publications.
Yamamoto, Kaoruko,２００７, Diaspora no Kodomo tachi［Children of Diaspora］, Gendai Shiso [Revue de la Pqansee
d’aujourd’ui],３５（７）:２４０―２４８.
Yamanaka, Keiko,２０００, ““I will go home, but when?” Labor migration and circular diaspora formation by Japanese
Brazilians in Japan”, Douglass, Mike and Glenda S. Roberts ed., Japan and Global Migration: Foreign Workers
and the Advent of a Multicultural Society. Honolulu: University of Hawaii Press, pp.１２３―１５２.
【Ｌ：】Server／関西学院大学／社会学評論／第３号／〈特集〉 ２ 校
７２ 特集：国際発信能力の涵養はいかにして可能なのだろうか？
